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どちらかに○×をご記入下さい。　　 ○ ×

1 二審制と二人審判とは、同じ意味である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　いしつき

2 なぎなたは、両手操作が原則であるため、石突の辺りを片手で持ち、振り回す行為は、木の

部分が当り危険であるため、禁止である。

3 審判は、審判が１名でも旗を上げた場合は、その都度 合議にて決定する。

4 検査役は、審判権があるので、審判と同時に手を上げて判定をする方が良い。

5 何人も、他を誹謗する言動、所作は禁止されている。

6 審判の判定の旗は、４５°以上に斜め頭上に肘を伸ばして、上げる。

7 合議の後〔再判定〕を行なう場合は、審判、検査役は、一～二歩下ってから主審の再判定

の号令で決定する。

8 なぎなたと長巻は、同じ使用方法である。

9 槍の下腹部の刺突は（へそから下）は、危険のため故意の場合は、反則となる。

10 槍の場合に、特に太（ふと・70パイ）は、空気を一杯に入れて、至近距離での投げ突は、

子供達には、大変危険である。

11 幼年に限らず初心者は、楯小太刀から導入し、オフェンスとデフェンスを理解すると、

恐怖感や痛みが尐ない。

12 楯小太刀の基本動作は、打突は小太刀に準ずるが、受けは、楯上段受け、楯中段受け、

楯下段受けがある。

13 戦い終わった後、互いの健闘を称え、握手等する事が望ましい。

　　　　　やひ

14 何人も野卑な態度、声援、怒声は、慎むこと。

15 審判旗の受け取り方は、左手のひらに旗を受け、右手を上から押えて右手側に下げ持つ。

16 審判、役員の服装は、ズボンは白であること。

17 本部主催の審判講習会・指導者講習会は、１年に一度以上は参加して、錬度を上げ新ルール

を習得する。

18 スポチャンは、世界のスポーツとして常に進化をしている。それらにより、ルールも変化

する事があるので、本部講習会には、必ず参加すること。

19 過酷な訓練等は、健康を害するばかりか、被害者も出る恐れがある。

20 四方囲いは、交互受打と関連動作である。
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